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内部系水源施設緑地管理業務委託仕様書 

 

                      四日市市上下水道局 施設課 水道施設係 

 

１ 総  則    

本業務委託は、水源施設用地内の管理及び美観維持のために行うものである。 

        

２ 委託業務場所    

四日市市釆女町ほか６町地内 

 

３ 委託業務内容及び作業時期  

① 剪  定 

     作業時期 契約の日から７月下旬まで 

② 害虫防除 

使用薬剤 トレボン乳剤または同等品以上 ２回分５００ｃｃ１本 

 アドミックスまたは同等品以上 ２回分５００ｃｃ１本 

           作業時期 第１回目  契約の日から７月下旬まで 

       第２回目  ９月下旬から１０月下旬まで 

③ 除  草 

     作業時期 第１回目  契約の日から７月下旬まで 

                第２回目  ８月上旬から９月中旬まで 

                第３回目  ９月下旬から１０月下旬まで 

但し、山ノ手配水池の北側グラウンドの除草及び花壇抜根は年１回とし、作業時

期は第３回目とする。（別紙図面参照） 

 

４ 委託業務場所及び面積  

① 害虫防除・剪定  別紙薬剤散布場所及び本数、寄植剪定一覧表、添付図面のとおり  

② 除  草     別紙除草場所及び除草面積一覧表、添付図面のとおり 

 

５ 作業方法    

作業に先立ち、工程を本局係員と打ち合わせ、係員の指示に従い作業を行うこと。 

  使用薬剤等は、あらかじめ本局の承諾を受けたものとする。 

 

６ 作業内容    

① 平面及び法面除草についてはハンドガイド式及び肩掛式草刈機で、花壇抜根については人力

で除草を行うこと。 

② 剪定については、樹形を整え刈り込みをすること。 

③ 害虫防除剤散布時は、天候等に留意し周辺の民家など迷惑のかからないよう十分注意し作業
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を行うこと。 

    また、農薬取締法など関連する法令及び製品の安全使用上の注意を遵守の上、          

三重県農薬管理指導士の指導の下で作業を行うこと。 

④ 作業に着手する施設については、１週間前と作業日に施設課担当者及び水源管理センターに

必ず連絡すること。 

※ 水道施設係    電話番号 ３５４－８３６４ 

※ 水源管理センター 電話番号 ３５２－９５６８ 

⑤ フェンス等に巻き付いた蔓類及び側溝等に堆積した落葉、刈草などを取除き処分すること。 

⑥ フェンス、給水栓、防犯用赤外線センサー及びケーブル標示杭等各施設構造物周辺は十分注

意し、施設に損傷を与えないように作業すること。 

  特に電線、ケーブル等は感電事故の恐れがあるため周囲は手作業で行うこと。 

⑦ 民家や駐車場及び田畑に隣接する場所では、石や刈草などの飛散対策として、フェンスシー 

トを張り防護すること。 

⑧ 刈草や抜根等の処分は、受託者が再生資源化施設に搬入すること。なお、水源施設内用地で 

の刈草などの焼却及び不法な処分は絶対にしないこと。 

⑨ 刈草や抜根等の処分について、自社処分の場合は処分費を減額変更する。 

    その場合においての処分方法については監督員と協議すること。 

⑩ 処分量が増減した場合は、変更契約の対象とする。 

但し、増減量が設計数量の 1割未満の場合はその対象としないものとする。 

⑪ 笹川団地配水池の東側法面除草時は、団地駐車場があるため自治会長に連絡すること。また、 

作業前までに団地掲示板に通知文の貼付及び駐車場入口に看板を設置すること。 

⑫ 山ノ手配水池の除草については別紙図面のとおり行うこと。 

 

７ 提出書類    

各回作業完了後、速やかに委託業務（部分）完了届、写真帳、作業日報、処分報告書、計量伝票

を提出し、発注者の検収を受けるものとする。 

 

８ 支払い     

委託料の支払いは、部分払の回数２回以内及び完了払千円単位とし、千円未満の端数金額は最終

支払い時に精算するものとする。 

また、処分費については最終支払い時に支払うものとする。 

 

９ 環境配慮事項 

① 本工事においては、本市の環境方針に基づき環境に配慮した工事施工に努めなければならな

い。 

② 騒音規制法・振動規制法に基づく特定建設作業、三重県生活環境の保全に関する条例に基づ

く建設作業の実施にあたっては、必要な各種届出を確実にするとともに、近隣への対策を配

慮しなければならない。 

③ 機器の据付等に用いる作業用機械は低騒音・低振動型作業機械の使用に努めること。 
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④ 工事用重機・車輌の使用にあたっては、アイドリングストップや効率的な運転を行い省エネ

ルギー、排出ガス削減に努めること。 

⑤ 本工事において発生した産業廃棄物は、マニフェスト等の写しにより廃棄物の種類、数量、

最終引渡場所等を報告すること。 

⑥ 現場にて発生したコンクリート殻はリサイクルし、また、使用する資材についても可能な限

りリサイクル品を使用するように努めること。 

⑦ コンクリート工については熱帯材型枠の使用を抑制し、二次製品や代替型枠等の利用により、

 熱帯材型枠の使用を極力抑制すること。 

⑧ 提出する工事関係書類は、可能な限り再生コピー用紙を使用する等環境に配慮すること。 

 

１０ その他    

本仕様書に明示されていない事項及び本仕様書の解釈について疑義が生じた場合は、双方が協議

の上定めるものとする。 

  但し、軽微なものについては、本局の指示に従うものとする。 
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○仕様書追記事項 

 

【 注意事項 】 

 

(1) 個人情報の取り扱いに関する事項 

この契約による業務を行うに当たり個人情報（特定個人情報（個人番号をその内容に含む個人

情報をいう。）を含む。）を取り扱う場合においては、別に定める「個人情報取扱注意事項」を

遵守すること。 

 

(2) 暴力団等不当介入に関する事項 

１．契約の解除 

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成 20 年四日市市告示第 28 号）第

３条又は第４条の規定により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資

格停止措置を受けたときは、契約を解除することがある。 

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務 

（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに業務発注所属へ報告

し、警察への捜査協力を行うこと。 

（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じたり、納期

等に遅れが生じるおそれがあるときには、業務発注所属と協議を行うこと。 

（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札

参加資格停止等の措置を講ずる。 

 

(3) 障害者差別解消に関する事項 

１．対応要領に沿った対応 

（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の委託を受けた者（以下「受

託者」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律（平成２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障害を理由と

する差別の解消の推進に関する四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。以下「対

応要領」という。）に準じて、「障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止」及び「社会的障

壁の除去のための合理的な配慮の提供」等、障害者に対する適切な対応を行うものとする。 

（２）(1)に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性

について十分に留意するものとする。 

２．対応指針に沿った対応 

上記１に定めるもののほか、受託者は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針（法

第１１条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行

うよう努めなければならない。 

 

以  上 
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〔別紙〕 

個人情報取扱注意事項 

（基本事項） 

第１ この契約による業務の委託を受けた者（以下「乙」という。）は、この契約による業務を行うに当

たり、個人情報（特定個人情報（個人番号をその内容に含む個人情報をいう。）を含む。以下同じ。）を

取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないようにしな

ければならない。 

（受託者の義務） 

第２ 乙及びこの契約による業務に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）

は、当該業務を行うに当たり、個人情報を取り扱うときは、四日市市個人情報保護条例（平成 11 年四

日市市条例第 25 号。以下「条例」という。）第１１条に規定する義務を負う。 

２ 乙は、この契約による業務において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなけ

ればならない。 

（秘密の保持） 

第３ 乙及び乙の従事者は、この契約による業務を行うに当たって知り得た個人情報を当該業務を行うた

めに必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。 

２ 乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じな

ければならない。 

３ 前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。 

（適正な管理） 

第４ 乙は、この契約による業務に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適

正な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

２ 乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。 

３ 管理責任者は、個人情報を取り扱う業務の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個

人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。 

４ 四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙

に対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、

甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。 

（収集の制限） 

第５ 乙及び乙の従事者は、この契約による業務を行うために、個人情報を収集するときは、当該業務を

行うために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。 

（再委託の禁止） 

第６ 乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による業務を第三者に委託し、又は請け

負わせてはならない。 

２ 乙は、前項の承諾により再委託（下請を含む。以下同じ。）する場合は、再委託先における個人情報

の適正な取り扱いのために必要な措置を講じなければならない。 

３ 前項の場合において、乙は、再委託先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わ

すものとする。 

（複写、複製の禁止） 
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第７ 乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による業務を行

うに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、

又は複製してはならない。 

（持ち出しの禁止） 

第８ 乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製し

たものを含む。第９において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。 

２ 甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、

輸送方法等を書面により確認するものとする。 

３ 前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできない

ようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損

の防止その他適切な管理を行わなければならない。 

（資料等の返還） 

第９ 乙は、この契約による業務を行うに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等を、

当該業務の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により廃棄

し、又は消去する場合を除く。 

２ 前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものと

する。 

（１）紙媒体  シュレッダーによる裁断 

（２）電子媒体 データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕 

３ 乙は、第６の規定により甲の承諾を得てこの契約による業務を第三者に委託し、又は請け負わせたと

きは、当該業務の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなけれ

ばならない。ただし、甲の指示により、甲又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。 

４ 前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資

料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。 

（研修・教育の実施） 

第１０ 乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による

業務における個人情報の適正な取扱いに資するための研修・教育を行うものとする。 

（罰則等の周知） 

第１１ 乙は、条例第４４条、第４５条、第４７条及び第４８条に規定する罰則適用について、乙の従事

者に周知するものとする。 

（苦情の処理） 

第１２ 乙は、この契約による業務を行うに当たって、個人情報の取扱いに関して苦情があったときは、

適切かつ迅速な処理に努めるものとする。 

（事故発生時における報告） 

第１３ 乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知った

ときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。 

（契約解除及び損害賠償） 

第１４ 甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解

除及び損害賠償の請求をすることができる。 



工 種 別

  施 設 名 所在地

 回 ㎡  回 ㎡ ㎡  回 ㎡

150 × 3 450 352 × 3 1,056 58 × 3 174

  

556 × 3 1,668 1,278 × 3 3,834

  

351 × 3 1,053 821 × 3 2,463

  

288 × 3 864 674 × 3 2,022

  

33 × 3 99 78 × 3 234 4,709 × 3 14,127

   

213 × 3 639 497 × 3 1,491

1083 × 1 1,083 2,529 × 1 2,529 2,556 × 1 2,556 385 × 1 385

330 × 2 660 770 × 2 1,540 471 × 2 942 251 × 2 502

1,815 × 3 5,445 4,235 × 3 12,705

328 × 3 984

4,489 × 1 10,792 × 1 7,265 × 1 443 × 1

3,736 × 2 11,961 9,033 × 2 28,858 5,180 × 2 17,625 309 × 2 1,061

工 種 別

  施 設 名 所在地 中木 低木
m2 m2

13 9
回 本 回 本 回 本

5 × 2 10 1 × 2 2

4 × 2 8 6 × 2 12 1 × 2 2

内 部 ４ 号 井 四 日 市 市 小古 曽町 地内

笹 川 団 地 配 水 池 四 日 市 市 笹 川 九 丁 目

北 小 松 ポ ン プ 所

害虫防除剤散布
幹周(60cm未満)

合 計

害虫防除剤散布害虫防除剤散布
幹周（60㎝以上120㎝未満）樹高(100cm以上200cm未満)

笹 川 団 地 配 水 池 四 日 市 市 笹 川 九 丁 目

除 草 場 所 及 び 除 草 面 積 一 覧 表

内 部 水 源 地 四 日 市 市 釆 女 町 地 内

内 部 ２ 号 井 四 日 市 市 釆 女 町 地 内

内 部 ３ 号 井 四 日 市 市 南小 松町 地内

山 ノ 手 配 水 池 四 日 市 市 小古 曽町 地内

四 日 市 市 北小 松町 地内

薬 剤 散 布 場 所 及 び 本 数 、 寄 植 剪 定 一 覧 表

平 面 除 草 平 面 除 草 法 面 除 草 花 壇 抜 根

（ ハ ン ド ガ イ ド 式 ） （ 肩 掛 式 ） （ 肩 掛 式 ） ( 人 力 )

山 ノ 手 配 水 池 四 日 市 市 小古 曽町 地内

合 計 7 ×2 14

寄植剪定

河 原 田 水 源 地 四 日 市 市 河原 田町 地内

楠 水 源 地 四 日 市 市 楠町 南川 地内

内 部 水 源 地 四 日 市 市 釆 女 町 地 内

13 91 ×2 2

合計 21.94 t

9 ×2 18

刈 草 や 抜 根 等 処 分 量 別
紙


